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前年比 前年実績比 前年比

大型 161,122 ｍ3 77.2% 170,000 ｍ3 76.6% 引合 410,688 ｍ3 197.0%

小型 20,675 ｍ3 92.4% 20,000 ｍ3 76.6% 成約 341,568 ｍ3 195.9%

計 181,797 ｍ3 78.6% 190,000 ｍ3 76.6% 契残 3,441,182 ｍ3 91.5%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
２月（実績）３月（想定）２月（実績）

柳下 涼太新任代表者挨拶
生コンクリート業界の

存続と変革

2024年度（4～2月）

出荷実績と今後の展望

人事異動 【離任】

部署 氏名

３月１日 調整管理部 伊藤　文隆

月
2023年度

実績
2024年度
実績・見込

前年比 年初計画

4 205,239 239,506 116.7 260,000
5 198,051 215,886 109.0 230,000
6 229,019 220,506 96.3 260,000
7 228,611 236,490 103.4 260,000
8 203,883 186,723 91.6 230,000
9 235,188 215,817 91.8 260,000

上期計 1,299,992 1,314,928 101.1 1,500,000
10 255,729 227,546 89.0 260,000
11 252,040 220,449 87.5 260,000
12 258,035 213,177 82.6 260,000
1 199,242 182,413 91.6 210,000
2 231,177 181,797 78.6 250,000
3 248,169 190,000 76.6 260,000

下期計 1,444,392 1,215,382 84.1 1,500,000
年度計 2,744,383 2,530,310 92.2 3,000,000

※３月は月初予定

　　2024 年度　2月までの実績と下期見込み（㎥）

昨年 8 月に新任代表者として
就任いたしました、柳下生コン

株式会社の柳下涼太と申します。 
 

私自身の経歴を少し紹介させ

ていただきますと、大学卒業後
に自身の就職活動で建設会社へ

入社し、4 年ほど現場監督として

勤めさせていただきました。そ
の間 2 現場ほど経験いたしまし
て、（そのうちの片方は本組合物

件で竣工はまだ迎えていません

が...）退職後弊社に入社しました。
その後現職に至ります。 

 
大学時代では建築学科として

入学し、最終的に研究室ではコ

ンクリートをテーマにした論文
について取り組みました。（ちな
みに研究室のつなぎもなぜかオ

レンジでどこか妙な繋がりを感

じました。） 
当研究は IGCC と呼ばれる石炭

ガス化複合発電の過程で副産物
としてスラグが排出され、これ
を生コンの原材料の一部として

活用できるようにする、という
ものです。ただ、高炉セメントの
ようにセメント置換するのでは

なく、砂として使用する、細骨材
置換 で した。 試し 練り で は、

W/C・セメント品種・s/a・スラ

グ置換率それぞれの要素が異な
る組み合わせで各配合において、

ブリーディング・単位水量を含
めた性状試験、テストピース作

製後には圧縮・曲げ試験のほか
凍結融解・中性化・乾燥収縮試験
を行い、結果をもとに分析する

といったなかなかハードでやり
がいのある研究に携わらせてい

ただきました。 

今思えば大変だったとは思いつ
つ（冬場の凍結融解は特にしび
れました...）、教授や先輩のご指

導のもと自身の経験や知識がか

なり養われたと実感しておりま
す。 

何代にもわたって進んできた研
究とのことなので、いつか実現

できるのではと思います。 

就職活動時のエントリーシート
のような文にはなってしましま
したが、今後学生時代も含め、今

までに培ってきたことを最大限

活かせていけたらと思います。 
 

最後になりますが、皆様には
先代である父が生前中賜りまし
たご高配につきまして、この場

を借りて厚く御礼申し上げます。
先代の思いをしっかり引き継い
で、これからのさらなる産業発

展のために諸先輩方である皆様
と全力で取り組んでまいりたい

と思いますので、改めてよろし

くお願いいたします。 
（柳下生コン㈱ 代表取締役） 

  
 
 

生コンクリート生産における原材料や諸資材に
加え産廃処理費などの高騰による大幅なコストア
ップの直撃、更には国策としての労働条件に伴う
人件費コスト負担等、組合員各社の経営は悪化の
一途を辿っています。よって、経営環境改善を目
指して以下 4 項目の最重要施策に取り組んでいま
す。 
①期間契約の定着と適正価格の獲得 
 2025 年 4 月より定価を 25,000 円/㎥とするとと
もに、継続して 1 年間の期間契約による出荷ベー
スの定着に取り組んでいます。全国生コンクリー
ト協同組合連合会推奨の下、与党各党の生コン議
員連盟及び経済産業省・国土交通省からのご指導
もいただいています。需要家様から更なるご理解
を得られるよう粘り強く交渉しています。 
②安定供給の確保 
 適正価格をお願いするからには、引き続き高品
質の生コンクリートを安定供給することは責務と
考えています。引き続き運転手の確保に努めると
ともに、2024 年問題に真摯に取り組んでいます。 
③完全週休２日制への取組み及びスライド改定 
 当協組では政府の推進する働き方改革の取組み
を踏まえ、組合員の職場環境の改善、また人材確
保の観点から完全週休 2 日制を 2025 年 4 月より
導入することといたしました。生コン業界が継続
していくためには若い人材が入ってくる業界にし
なければなりません。若い人材が率先して働きた
いと思える業界を目指し、まずは完全週休 2 日制
をその一歩としたいと考えています。 

また、30 年ぶりにスライド表を改定します。
様々なコストを見直し、現状に合わせたもので
す。需要家様にはご理解いただくべく説明してま
いります。 
④戻りコン・残コン削減と出荷キャンセルの減少 

持ち帰りコン（戻りコン・残コン）の有償化を
実施し削減を目指してきましたが、期待した効果
には繋がっていません。一方、産業廃棄物処理場
の処理能力は限界に近づき、受け入れ制限も実施
され処理費も高騰を続けていることから、新スラ
イド表では取消料を引き上げさせていただきま
す。 

また、生コン業界としての脱炭素に向けた取り
組みのひとつとして、持ち帰りコンの削減は大き
な課題と捉えています。 

 当協組の 2024 年度 4～2 月の出荷実績は、前年
比 93.8％の 2,340 千㎥と前年実績を大幅に下回り
ました。これは、建設技術者並びに作業員不足に
より都心部での再開発工事並びに新規工事におい
て遅れが生じていること、異常気象による大雨の
影響を受けたこと、更には、軽量骨材の需給バラ
ンスが大きく崩れたことによるものです。3 月度
の月初想定も 190 千㎥にとどまり前年比 76.6％と
前年出荷を大幅に下回る見込みです。これらを踏
まえて 2024 年度の出荷数量は前年実績に対し大
幅減の 2,530 千㎥と想定しています。また、2 月
末の契約残数量は 3,441 千㎥で前年比 91.0％で
す。 

2025 年度の需要想定は 2,700 千㎥を見込んでい
ますが、諸資材の高騰及び作業員不足による工事
の遅れは深刻であり、足元の出荷数量減に歯止め
がかかっていません。 

しかし、大幅に遅れていた品川地区再開発工事
向け出荷も軽量骨材需給バランスの影響を受けま
したが漸く山場を越えたものと思われます。日本
橋・八重洲地区の再開発工事については６ヶ月程
度の遅れで進捗しており、これから最盛期となる
見込みです。 

また、期間契約（R 契約番号）物件の出荷は堅
調であり、契約後、直ぐに出荷となる案件が多々
見受けられます。2 月以降の引合・成約には、大
型物件が多く含まれており、夏頃には生コン出荷
が旺盛になる見込みで低調な出荷から脱すると思
われます。 
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東京生協ニュ－ス：

2024年度「共販・経営者セミナー」開催 全生連関東Ⅰ区地区本部・東京都工組

東京協組 職場紹介 ～管理本部～

26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

植木生コン × × × × × × × × 桐生レミコン × × × × × × × × ×

城北小野田レミコン × × × × × × × × × × 内山アドバンス　城南 × × × × × × × ×

豊川興業 × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　大井 × × × × × × × ×

横山産業　川口 × × × × × × × × 東京湾岸産業 × × × × × × × ×

関東コンクリート × × × × × × × × × × 宮松エスオーシー　りんかい × × × × × × × ×

八洲コンクリート × × × × × × × × × 川崎徳山生コンクリート × × × × × × × ×

内山アドバンス　草加 × × × × × × × × カナリョウ × × × × × × × ×

日立コンクリート　戸田橋 × × × × × × × × × 第一コンクリート × × × × × × × ×

埼玉エスオーシー　戸田 × × × × × × × × × 川崎宇部生コンクリート × × × × × × × ×

柳下生ｺﾝ × × × × × × × × 川崎内山アドバンス × × × × × × × ×

横山産業　大和 × × × × × × × × 神奈川秩父レミコン × × × × × × × ×

芹澤建材 × × × × × × × × 溝口瀬谷レミコン × × × × × × × ×

東京コンクリート　久留米 × × × × × × × × × 多　　摩 × × × × × × × × ×

三多摩ｱｻﾉコンクリート × × × × × × × × 大　　角 × × × × × × × ×

宍戸コンクリート工業 × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　溝の口 × × × × × × × ×

むさしの生コン × × × × × × × × 宮松エスオーシー　川崎 × × × × × × × ×

武蔵菱光コンクリート × × × × × × × × 日本強力コンクリート工業 × × × × × × × × × ×

内山コンクリート工業 × × × × × × × × 東京トクヤマコンクリート × × × × × × × × ×

東京菱光コンクリート × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　豊洲 × × × × × × × ×

東京エスオーシー　芝浦 × × × × × × × × × × × × 吉田建材　若洲 × × × × × × × ×

関東宇部コンクリート工業　品川 × × × × × × × × 吉建エスオーシー　新砂 × × × × × × × ×

青木コンクリート × × × × × × × × 上陽レミコン　東京 × × × × × × × × × ×

井口生コンクリート工業 × × × × × × × × 東京コンクリート　砂町 × × × × × × × × ×

河島コンクリート工業 × × × × × × × × 東京エスオーシー　業平橋 × × × × × × × × × × × ×

鈴木コンクリート工業 × × × × × × × × 内山アドバンス　第二 × × × × × × × ×

大巧コンクリート工業 × × × × × × × × 内山アドバンス　第一 × × × × × × × ×

トウザキ × × × × × × × × 関東宇部コンクリート工業　浦安 × × × × × × × ×

協組事務局 × × × × × × × × × × × × 市川  菱光 × × × × × × × ×

東京エスオーシー　市川 × × × × × × × × × × ×

船橋レミコン × × × × × × × ×

日立コンクリート　新砂 × × × × × × × ×

松戸生コンクリート × × × × × × × ×

　
　　　　　　　　　　　　　日　　付

　　　　工場名

４月 ５月
　
　　　　　　　　　　　　　日　　付

　　　　工場名

４月 ５月

 全国生コンクリート工業組合連合会関
東Ⅰ区地区本部と東京都生コンクリート
工業組合は、2 月 21 日(金)に都内のホテ
ルにおいて 2024 年度の共販・経営者セミ
ナーを共同開催しました。 
 冒頭、主催者を代表して挨拶された斎
藤本部⾧は関東Ⅰ区の生コン業界の重点
課題として、(1)需要開拓 (2)適正価格
の獲得 (3)人材確保 の 3 項目について
触れられ、引き続き、今回はダイヤ精機株
式会社代表取締役社⾧の諏訪貴子(すわ 
たかこ)氏が講師として招かれ、「中小企
業の経営改革と人財確保・育成」の演題で
講演をされました。 

同社は 1964 年に諏訪社⾧の父親であ

る先代社⾧が創業された、自動車・部品メ
ーカー向けのゲージ・治工具の製造を行
う東京都大田区内の所謂「町工場」の代表
的存在であり、諏訪社⾧は「町工場の娘」、
「ザ・町工場」、「町工場の星」の著者とし
てメディアを通じて広く知られておりま
す。 
 講演の内容は、先代社⾧の急逝に伴い
2004 年に 32 歳の若さで代表者に就任し
た諏訪社⾧の当時の苦労話も交えながら、
中小企業である「町工場」ならではの現場
主義を基本としつつも、合理的な解析手
法を採り入れた「経営改革」と「人材育成」
に関わる多くの体験談に基づくものであ
りました。 

 その中で中途採用の場合の留意点とし
て披露された、(1)経験者に拘らず未経験
者にも門戸を広げること (2)対象者の
前職種退職(転職)の理由が「自責」か「他
責」のいずれであるかを見分けること(自
責の場合は過去に執着しないので転職後
の職種に定着しやすいが、他責の場合は
過去に未練が残り転職前の元の業種・職
種に回帰する傾向が有る) の 2 点は業種
を問わず当てはまる参考事象であるかと
思われます。 
 講演は諏訪社⾧の澱みない語り口で時
間を余すことなく進められ、盛況のまま
に閉会しました。 

東京協組の職場紹介は今回が
最終回、管理本部をご紹介いた
します・・・とその前に、「東京
地区生コンクリート協同組合」
は 1977 年 2 月に設立され、2 年
後には 50 周年を迎えます。現在
加入している会社（組合員）は
46 社ですが、言うなればライバ
ル同士の集まりです。東京協組
は競合する組合員同士が相互扶
助の精神に基づいて生コンの共
同受注販売を行うとともに、組
合員の経営の安定化・合理化や
経済的地位の改善向上を図るこ
との他、生コンの諸問題の解決
等を目的としてできた組織です。
このような組織であることが許
されるのは協同組合が中小企業
等協同組合法によって独占禁止
法の適用が除外されているから
ですが、その目的達成のために
影で支えるのが管理本部です。 

管理本部は 2024 年 4 月の組
織改編によりできた新しい組織
ですが、旧業務部がここに該当
します。経理部、総務課、システ
ム管理課の 3 つから成り、東京
協組における間接部門です。 

経理部は日々の取引を帳簿に
記録し決算書類の作成や予算編
成業務を行っています。また、借
入のための銀行との折衝や日々
の資金収支管理に加え、資金収
支計画を作成し将来の手元資金
を確認しています。更に債権管
理業務等を通し組合が円滑に運
営できるよう計数面で支えてい
ます。 
 
 

 
 
 
 
 
 

総務課は出向者関連手続きや
各種契約書の締結等、組合員及
び登録販売店との事務的事項の
連絡窓口であるとともに、総会、
理事会、賀詞交歓会、組合員オー
ナー会議や、本紙『まど』の事務
局でもあります。また、登記や官
公庁への届出業務の他、入居し
ているビルや町内会（日本橋三
丁目西町会）とも連携を取って
います。 

システム管理課は各組合工場
や登録販売店が使用している出
荷管理システム/情報提供シス
テムの企画/管理の他、協組内
にある IT の管理や、協組全体
の IT 化推進を行っています。
なお出荷管理システムは 2025
年度以降にハードウエア及びソ
フトウェアの更新を予定してい
ます。 
 この他、当面の間は「50 周年
記念事業企画」の検討業務にも
携わっています。 
 管理本部は人数が少なく小さ
な組織ですが、業務範囲が広く
当事者間との調整が必要となっ
てくる業務が多々あります。今
後とも皆さまのご協力をよろし
くお願いいたします。 
（写真左から、中西システム管理課⾧

齋藤さん（経理部）、末竹経理部⾧、

山本顧問、髙橋総務課⾧） 


